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は じ め に
イギリスの付加価値税制 1）においては複数税率が採用されており，標準税率（20％），軽減
税率（5％）およびゼロ（0％）税率がある。同国においては，人が消費する食料品 2）につい









額控除」税経通信 56 巻 15 号（2001 年）166―178 頁，税理士法人トーマツ編『欧州主要国の税法（第 2 版）』
（中央経済社，2008 年）149―155 頁，等を参照。
2）　Value Added Tax Act 1994 1994c.23 Schedule 8 Part Ⅱ Group 1 Food General items Item No. 1. Notes（1）は，食
料品には飲料が含まれると規定する。




4）　谷野 陽氏の訳を参考にさせていただき，（例えば，谷野 陽［訳］「付加価値税法第 8 章第 30 節ゼロ税率（イ
ギリスの付加価値税と食料品関連産業）」のびゆく農業 942 号（2003 年）8 頁において，谷野氏は，「ケータ
リング（catering）の過程で」とされている。），本稿では，原文の in the course of catering を「ケータリングの
過程において」としている。イギリスの付加価値税制における食料品の取扱いについては，谷野 陽「解題（イ
ギリスの付加価値税と食料品関連産業）」のびゆく農業 942 号（2003 年）2―7 頁，谷野 陽［訳］「付加価値
税法第 8 章第 30 節 ゼロ税率（イギリスの付加価値税と食料品関連産業）」のびゆく農業 942 号（2003 年）8
―10 頁，谷野 陽［訳］「食品の付加価値税に関する告示（イギリスの付加価値税と食料品関連産業）」のびゆ
く農業 942 号（2003 年）11―46 頁，谷野 陽［訳］「ケータリングとテイクアウェイ食品に関する告示（イギ
リスの付加価値税と食料品関連産業）」のびゆく農業 942 号（2003 年）47―58 頁が大変参考になる。本稿に
おける用語の訳語の多くは，これらの谷野氏の訳出を参考にさせていただいた。
5）　Value Added Tax Act 1994 1994c.23 Schedule 8 Part Ⅱ Group 1 Food（a）.
6）　See HMRC, Reference: Notice 709/1 （November 2011）［hereinafter cited as “Notice”］ at para. 2.1.
イギリスの付加価値税制における複数税率をめぐる課題
―― 「ケータリング」の意義に関する議論を中心に ――
片 山 直 子



















































現在，イギリスの付加価値税制の税率としては，標準税率（the standard rate）の 20％ 11），軽
減税率（the reduced rate）の 5％ 12）およびゼロ税率（the zero-rate）13）の 3 つがある。上記の標







関する告示」48 頁），本稿をとおして，原文の premises を「その場所」と訳している。
10）　西山由美「消費税における複数税率構造の問題点―欧州司法裁判所の最近の判例を素材として―」東海法
学第 44 号（2010 年）102―84 頁において，西山教授は「税率振り分け」，「本体と付属装備の税率」，「物品供
給に伴うサービスの税率」をはじめとする諸問題について詳細な分析をされており，大変参考になる。その他，
西山由美「『良い租税』としての消費税の条件― EU 付加価値税 30年の検証を踏まえて―」租税研究 733号（2010
年）155―168頁，西山由美「消費税の課題―複数税率とインボイスの問題を中心として―」租税研究 719号（2009
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れる物品または役務の提供については，付表（Schedule）8 により規定される。同付表のグルー















16）　天野史子『欧州付加価値税ハンドブック　27 か国の VAT 税制と実務問題』（中央経済社，2009 年）170 頁
によると，2006 年 11 月 26 日付付加価値税の共通制度についての指令（Council Directive 2006/112/EC）第




書（注 1）153 頁によると，ゼロ％税率が適用される取引の場合，「その販売等に対して VAT を課す必要はな
いが，販売の対象となる物品の購入費用に課された VAT は還付請求（控除）することができる。」
17）　「1994 年付加価値税法付表 8 グループ１－食料品」については，谷野・前掲注（4）「付加価値税法第 8 章
第 30 節ゼロ税率」が大変参考になる。
18）　Value Added Tax Act 1994 1994c.23 Schedule 8 Part Ⅱ Group 1 Food General items. 
　  　http://www.hmrc.gov.uk/vat/forms-rates/rates/goods-services.htm.
19）　See Notice. 旧版については，HM Customs & Excise, Notice 709/2, Catering and take-away food（2001 年 8 月ま
での改訂を含むもの）の谷野・前掲注（4）「ケータリングとテイクアウェイ食品に関する告示」が大変参考
になる。現行版は旧版から大幅に変わるものではない。
20）　See Notice at para. 1.1.






























22）　Id. at para. 2.1.
23）　ibid.
24）　ibid.
25）　Id. at para. 2.2.
26）　谷野氏の訳を参考にさせていただいた。谷野・前掲注（4）「ケータリングとテイクアウェイ食品に関する
告示」49 頁。
27）　See Notice at 2.2.1. この点は，旧版からほぼ変わっていない。谷野・前掲（4）「ケータリングとテイクアウェ
イ食品に関する告示」49 頁を参照。




























28）　See Notice at para. 2.2.2.
29）　Id. at para. 2.2.3.





































33）　Id. at para. 3.2.
34）　Id. at para. 3.3.














件に関する控訴院判決（Compass Contract Services UK Ltd （V.19053 & ［2006］ EWCA Civ 730）41）
を分析する。
35）　Id. at para. 4.1.
36）　Id. at para. 4.2.










租税部と上級審判所金融租税部としての新たな船出」白鷗法学第 16 巻 1 号（通巻第 33 号）（2009 年）81―






41）　第一段階審判所の裁決においても，Compass 事件の判決が先例であると参照されている。See Value Catering 






















ついての議論が含まれる 45）。その後，この審判所の判断を，控訴院（Court of Appeal）も次の
ように支持した。






化と租税政策の立案・実施の分離―」国立国会図書館調査及び立法考査局レファレンス 57 巻 7 号（2007 年）
63―86 頁を参照。「HMRC は，2005 年 4 月，主に関税・付加価値税・個別間接税を徴収する関税庁と，主に
所得税・法人税等の直接税を徴収する歳入庁が統合して，発足した」機関である（同 70 頁）。
43）　HMRC, VFOOD4560 - Excepted items: catering: premises: premises tribunals［hereinafter cited as “Manual”］.
44）　ibid.
45）　ibid.






















控訴院は，続いて，1994 年付加価値税法の付表 8 注（3）の重要性についても，次のように
指摘した。
まず，注（3）は，その場所での消費のために向けられた食料品の供給と，熱い食料品の供





46）　See Compass Contract Services UK Ltd ［2006］ EWCA Civ 730 at para. 4.
47）　Id. at para. 5.






























49）　Id. at para. 7.
50）　Id. at para. 8.
51）　Id. at para. 15.
52）　Id. at para. 16.
53）　Id. at para. 17.






























54）　Id. at para. 18.
55）　Id. at para. 19.
56）　Id. at para. 20.
57）　Id. at para. 21.































59）　Id. at para. 23.
60）　Id. at para. 39（4）.
61）　Id. at para. 52.










6 次指令 28 条（Article 28 of the Six Directive）を根拠に，消費者の視点が重要な要素であると



















62）　Id. at para. 53.
63）　Id. at para. 54.
64）　Id. at para. 55.






















2012 年度予算発表と同日の 2012 年 3 月 21 日付で，改正案に関する諮問文書を発表した 71）。
この改正案に賛同する向きもあった。例えば，約 8500 のフィッシュ・アンド・チップスの






67）　Treasury, Budget 2012［hereinafter cited as “Budget”］ at para. 2.179.
68）　Id. at para. 2. 179―2.195.
69）　Id. at para. 1. 202.
70）　http://www.independent.co.uk/news/uk/politics/osborne-blows-hot-and-cold-on-pasty-tax-7794169.html. 
71）　See Budget at para. 2.179.































74）　ダウニング街 10 番地は首相官邸，隣の 11 番地は財務大臣官邸である。
75）　http://www.independent.co.uk/news/uk/politics/bakers-protest-against-pasty-tax-at-downing-street-7681083.html. 
76）　http://www.independent.co.uk/news/uk/home-news/campaign-launched-over-pasty-tax-7583443.html. 
77）　See Cornish Pasty Association, Pasty Producers Urge Treasury Rethink （Issue date: 4th April 2012） http://www.
cornishpastyassociation.co.uk/news15.html. 
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イギリス政府は，2012 年度予算（Budget 2012）において，VAT の変則性に対処し，不確実
性を低減し，事業者と HMRC が負担している費用を軽減するとともに，歳入を増やすため，
いくつかの方法を導入すると宣言した 83）。対応する改正案に対応して，HMRC は「付加価値
税（VAT）：ボーダーラインの変則性への取組み（VAT: Addressing Borderline Anomalies）」と題
する文書を発表し 84），諮問手続を行った。この諮問の期間については，当初は 2012 年 3 月 21







82）　See Letter from David Gauke MP of the HM Treasury to Andrew Tyrie MP Chairman of the Treasury Select Committee
（28 May 2012）.
83）　See HMRC, VAT: Addressing borderline anomalies Summary of Responses（28 June 2012） ［hereinafter cited as 
“Summary of Responses”］ at para. 1.4.
84）　HMRC, VAT: Addressing borderline anomalies Consultation document （Publication date: 21 March 2012, Closing 
date for comments: 4 May 2012） ［hereinafter cited as “Consultation document”］.








出するとされた 87）。変更について，2012 年 10 月 1 日の施行をめざすとされた 88）。
諮問文書における質問に対しては，利害関係者 89）や市民から，約 1500 件の回答が寄せられ











VAT 規則の変更は，新しい付表を財政法案（Finance Bill） の報告審議過程（Report Stage）で
導入して制定することとなった 95）。
85）　Id. at page 2.
86）　See Summary of Responses at para. 1.9.
87）　See Consultation document at page 2.
88）　Id. at para. 8.
89）　諮問に回答した利害関係者のリストについては，See Summary of Responses at annex A.
90）　Id. at para. 1.9.
91）　Id.
92）　Id. at para. 1.9.
93）　Id. at para. 1.10.
94）　Id. at para. 1.11.
95）　The Exchequer Secretary to the Treasury （David Gauke）, Written Ministerial Statement, VAT: Addressing Borderline 

































96）　See Consultation document at para. 12.
97）　See Summary of Responses at para. 2.1.1.
98）　See Consultation document at para. 13.
































99）　Id. at para. 14.





























HMRCの質問に対する利害関係者からの回答を受けて，イギリス政府は 2012年 5月 28日，「熱
い食料品」を定義するためのテストの修正案を提示した。修正されたテスト基準は，諮問にお
102）　ibid.
103）　See Summary of Responses at para. 2.1.2.
104）　Id. at para. 2.1.3.
105）　Id. at para. 2.1.4.
106）　Id. at para. 2.1.5.
107）　Id. at para. 2.1.6.




























108）　Id. at para. 2.1.7.
109）　Id. at para. 2.1.8. 
110）　Id. at para. 2.1.9.
































112）　See Consultation document at para. 16.
113）　Id. at para. 17.
114）　Id. at para. 18.





























117）　See Summary of Responses at para. 2.1.14. 
118）　Id. at para. 2.1.15.




















税特例措置 120）のありかた，EU 指令とイギリス国内法との関係 121），等についても検討したい。
120）　イギリスにおける中小事業者に対する課税特例措置については，鎌倉治子「諸外国の付加価値税（2008 年
度版）」国立国会図書館調査及び立法考査局調査資料 2008-3-a（2008 年）17―18 頁を参照されたい。
121）　天野・前掲書注（16）29 頁によると，EU 指令には結果を拘束するという意味での直接効があるが，政策
決定において各加盟国に広範な裁量が認められているとのことである。
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Issues Concerning Multiple Tax Rates in the UK’s Value Added Tax System
Naoko KATAYAMA
Abstract
The purpose of this paper is to study the issues associated with multiple tax rates within 
the VAT system in the UK. The paper reviews the application of the zero rate to foods for 
human consumption by focusing on the recent discussion about the distinction between 
the supply of food and the supply of catering. Such discussion is highly relevant to Japan, 
since introduction of the multiple rates is one of the possible measures being considered 
to mitigate regressivity in the case of higher VAT tax rates.
